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河川管理支援システムの開発と導入検討

１．調査目的

近年の水害の多発を受け治水上の安全確保が強く求められる一方で、治水安全度を向上させる対策を

進めることとあわせて、既存の施設を適切に維持管理することにより、持続的な安全を確保することが

ますます重要になっている。 

 さらに、社会資本全体として既存ストックの老朽化が懸念される中で、各分野における老朽化対策が

社会的な強い関心事になっている。河川管理の分野においては、近年の厳しい財政状況も考慮して、河

川という自然公物の特質に即した効果的、効率的な維持管理・更新のための取り組みを発展させること

が必要となっている。 

 河川維持管理に当たっては、河川巡視、点検による状態把握、維持管理対策を長期間にわたり繰り返

し、それらの一連の作業の中で得られた知見を分析･評価して、河川維持管理計画あるいは実施内容に反

映していくというＰＤＣＡサイクルの体系を構築していくことが重要である。 

 また、河川の維持管理を着実に実施するためには、堤防や施設に関する情報を正しく把握することが

重要であり、巡視や点検結果等基礎データを含めた維持管理・更新のための必要な情報について継続的

な収集･蓄積とその活用のための仕組みづくりが必要である。 

 本件調査は、ＰＤＣＡ型サイクルの維持管理を可能とするため、河川管理で基本となる河川台帳、施

設台帳および現場から得られる各種情報について、情報共有を図り分析･評価が可能となるデータベース

を構築するものである。 

図－１ 河川維持管理データベース（ＲiＭaＤＩＳ）の目的 



－2－ 

２．過去の経緯

「河川巡視支援システム」は平成２１年から下館河川事務所で検討され、平成２３年からは関東地方

整備局管内の河川事務所への導入に向け、関東技術事務所が引き継いで「河川管理支援システム」とし

て検討を始めたものである。この「河川管理支援システム」及び京浜河川事務所の「河川管理情報共有

化システム」をベースとし、両システムが有する機能を「河川維持管理データベースガイドライン

（Ver.2）」に沿うものとして拡充して、関東始め他地整でも導入できるよう構築・改良したものが「河

川維持管理データベース（ＲｉＭａＤＩＳ※）」（以下、「ＲｉＭａＤＩＳ」という。）である。 

平成２３年度は下館河川事務所の河川巡視支援システムをベースに関東地整の標準システムとして

機能の追加、絞り込みを行った。また、各事務所システム環境や巡視・点検等の実態をアンケートによ

り包括的に把握するとともに、管内２事務所（２出張所）を対象にシステムの導入試験を実施し、実際

にシステムを試験運用してもらうことで、システムの適用性や現場のニーズを詳細に把握した。これら

の調査結果で得られた成果に基づき、標準的なシステムの基本機能、システムの改良、各事務所の実情

に合わせたカスタマイズ事項等の要件定義を明確にした。 

平成２４年度はＲｉＭａＤＩＳの基本設計、詳細設計の運用検討を行った。また、関連データベース

との連携・統合・移行検討を行った。また、ＲｉＭａＤＩＳのベースとするため「河川管理支援システ

ム」と京浜河川事務所の「河川情報共有化システム」との統合共有化を実施し、インストール・導入試

験を行い、タブレットに関しては各地整で２事務所（２出張所）程度を対象に試行を行った。 

平成２５年度は、Ｈ２４年度までにすでに構築されている機能を改良すると共に、ＲｉＭａＤＩＳが

支援する機能である維持管理行為（河川カルテの記録、台帳管理など）及び日常業務（行政相談、事件

・事故）の機能を構築し、サーバ及びタブレット等へのセットアップを行った。

平成２５年１２月からＲｉＭａＤＩＳ Ver1.0βの試行運用を開始し、システムの不具合の洗い出し

及び修正を行い、平成２６年４月からＲｉＭａＤＩＳ Ver1.0 の試行が開始された。Ｈ２６～２９年度

にも改良を行い、ＲｉＭａＤＩＳ Ver2.3 が平成３０年３月から試行されているところである。 

図－２ ＲｉＭａＤＩＳの経緯 

※システム名称「リマディス」のスペルは、表記と読みを分かりやすくする目的で、平成 30 年 5 月に「RiMaDIS」へ変更された。 
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図－３ ＲｉＭａＤＩＳの全体構成 

図－４ ＲｉＭａＤＩＳを構成しているシステムとデータの同期方法 



図－５ システム構成（ソフトウェア等） 

３．調査概要

平成２９年度は、平成３１年度より本運用されるオンラインＲｉＭａＤＩＳに向けた機能改良を行う

とともに、ＲｉＭａＤＩＳの運用状況の整理とさらなる活用に向けた改善検討を行った。 

まず、全国の整備局、事務所、出張所、委託業者に対し、現状のシステム運用状況の把握とシステム

改善要望についてアンケート調査を実施し、システムの運用面・機能面に分けて分類・整理を行った。

調査にあたっては迅速で正確なデータ収集を実現するためＷＥＢアンケート方式とし、別途ヒアリング

も行うことでさらなる実態把握を行った。 

調査結果をもとに、運用面については、ＲｉＭａＤＩＳ活用前後のメリットの整理、効率的・効果的

なＲｉＭａＤＩＳ運用に向けた改善検討を行い、ＲｉＭａＤＩＳの利用方法等が幅広く普及されること

を目的とした利活用マニュアル（案）の作成も行った。 

機能面については、「点検結果評価に関する作業効率化」「大容量データやりとり及び記録取得作業

効率化」の観点に分け、重要度が高い項目について機能改善対応を行った。操作マニュアル・セットア 

ップ手順書の更新も合わせて行い、各地方整備局等においてサーバのセットアップを行った。 

また、平成３１年度以降本格運用されるオンラインＲｉＭａＤＩＳについては、過年度に検討を行っ

た基本的な考え方を踏まえ、巡視業務システム・点検業務システム及び河川カルテシステムの更新、様 

々なデータの現地での活用・リアルタイムでの情報共有及び維持管理業務の効率化、情況把握システム

の構築検討等を行った。 
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３．１． 運用状況・改善要望アンケート調査内容

アンケートは、全国におけるＲｉＭａＤＩＳの運用状況を把握すること及び Ver.2.2 に対する改善要

望を確認する基礎資料とし、河川維持管理業務におけるＲｉＭａＤＩＳの活用方法改善検討とシステム

の機能改善へ役立てることを目的として行った。調査期間は平成２９年８月上旬から９月中旬とし、集

計作業を円滑に行う為インターネットを介したＷＥＢアンケート方式とした。アンケートの対象は８地

方整備局等（別システムを利用している九州地方整備局を除く、北海道開発局、東北地方整備局、関東

地方整備局、北陸地方整備局、中部地方整備局、近畿地方整備局、四国地方整備局、中国地方整備局）

で、回答人数は次を目安として依頼を行った。 

・地方整備局職員 各１名   （北海道開発局＋７地方整備局）＝８名 

・事務所職員 各１名     （全国の河川事務所、河川国道事務所９０箇所）＝９０名 

・出張所職員 各１名     （全国の河川系出張所２６３箇所）＝２６３名 

・各出張所につき委託業者１名 （全国の河川系出張所２６３箇所）＝２６３名 計６２４名 

集計したところ回答数は合計４３３人であり、回答率は６９％となった。 

アンケートの設問内容を次に示す。

表－１ アンケート設問一覧 

１．基本項目 ４．出水時巡視・地震後点検

(1) 回答者数集計 (1) RiMaDIS タブレットの使用状況

(2) 回答者年齢 (2) RiMaDIS 使用による作業時間の変化

(3) 所属先の RiMaDIS タブレット所持台数 (3) RiMaDIS を使用するメリット

(4) RiMaDIS を複数台所持している理由 (4) RiMaDIS を使用するデメリット

(5) RiMaDIS タブレットおよび WEB システムの使用

状況

(5) 出水時巡視・地震後点検における RiMaDIS の満足度

(6) 河川点検巡視支援視システム（アプリ）の改善が必要な情

況把握機能

２．巡視 ５．維持管理対策

(1) 一般巡視、目的別巡視でのタブレット利用状況 (1) RiMaDIS 使用による作業時間の変化

(2) RiMaDIS 使用による現場作業時間の変化 (2) RiMaDIS を使用するメリット

(3) RiMaDIS 使用による巡視報告時間の変化 (3) RiMaDIS を使用するデメリット

(4) RiMaDIS を使用するメリット (4) 維持管理対策における RiMaDIS の満足度

(5) RiMaDIS を使用するデメリット (5) 維持管理対策支援システム（アプリ）について改善が必要

な機能

(6) 巡視におけるタブレット機能の満足度

(7) 河川点検巡視支援システム（アプリ）の改善が必

要な巡視機能

３．点検 ６．ＷＥＢシステム

(1) RiMaDIS タブレットの使用状況（点検時） (1) 利用経験のある機能

(2) RiMaDIS 使用による作業時間の変化 (2) ＷＥＢシステム使用による作業時間の変化

(3) RiMaDIS を使用するメリット (3) ＷＥＢシステムを利用するメリット

(4) RiMaDIS を使用するデメリット (4) ＷＥＢシステムを利用するデメリット

(5) 点検におけるタブレット機能の満足度 (5) ＷＥＢシステムにおける RiMaDIS の満足度

(6) 河川点検巡視支援システム（アプリ）の改善が必

要な点検機能

(6) ＷＥＢシステムについて改善が必要な機能

７．その他

(1) さらなる作業効率化に寄与する改善策として必要と思われ

る項目

(2) ネットワークを介してやり取りする頻度の高いデータ

４ 調査結果

４．１ 運用面・機能面に関する課題

アンケート結果の整理に基づき、機能面と運用面に着目し現状の問題点を整理した結果、点検・巡
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視におけるタブレット入力担当者のさらなる負担軽減、ＷＥＢシステム機能の利用拡大、タブレット

本体機器の質向上、現状機能の性能向上が必要とされている点が課題として確認できた（表－２）。 

表－２ 現状の課題一覧 

項目 課題一覧 

普及状況 日常的なＲiＭaＤＩＳの操作学習の実施 

複数台タブレットの利活用 

ＲiＭaＤＩＳの利用促進 

維持管理機能の利用拡大 

ＷＥＢシステム機能の利用拡大 

運用実態 タブレット担当者の負担軽減

ＷＥＢシステム機能の利用拡大 

ＲiＭaＤＩＳ効果の組織間差解消 

ＷＥＢシステム機能の利用拡大 

機能面への要望状況 タブレット本体機器の質向上

現状機能の性能向上 

回答者より多く得られた意見を次に示す。 

ＲｉＭａＤＩＳの運用状況及び改善要望取りまとめで整理した結果を踏まえ、現状のＲｉＭａＤＩ

Ｓにおける開発の課題および改善策（案）を整理した。改善検討に向けた整理の方針としては、課題

に対する目標、目標に対する現状把握、目標と現状の乖離を含む問題点、問題点を解決するための課

題、具体的な改善策（案）それぞれに対して整理した。整理した結果の一部を次に示す（表－３）。 

表－３ 改善検討に向けた整理結果（抜粋） 

 

 

 

                          図－６ 回答者より多く得られた意見  

４．２ ＲｉＭａＤＩＳの活用方法に関する改善検討

◆維持管理機能の利用拡大

現場が抱える課題（達成すべき目標）

「維持管理機能の利用拡大」 

現在の状況 

 現在の維持管理支援システムは、ユーザにとって利用する必要性・機会が少ない利用率が低い。

 「巡視・点検」および「維持管理」は、各機能の利用シーン（分担）が異なることが普及しない主な原因であり、異なる利用者を繋ぐ機能

改良が必要である。

（巡視点検→管理系、維持管理→工務系）

（アプリが分割されていることが直接的な理由ではない。）

目標と現状の乖離を生む問題点 

【問題点１】維持管理支援システムが、巡視・点検記録とリンクしていない。 

【問題点２】維持管理支援システムが、管理課以外の職員に普及していない。 

問題点を解決するための課題 

【課題１】巡視・点検記録と維持管理対策記録を繋ぐ機能の追加 

【課題２】管理課以外の職員へのＲiＭaＤＩＳシステムの周知 

具体的な改善策 

【改善策１】「巡視点検と維持管理対策データの統合検討」 

巡視・点検・維持管理対策は、同じ変状に対するデータであるため、これらを繋ぐ機能が必要である。なお、利用者は、巡視・点検および

維持管理で課を跨ぎ異なることが多い。そのため、各個別機能として同データを更新できる新機能とすることが重要であると考えられる。 

【改善策２】「管理課以外の課職員へのＷＥＢシステム説明会の実施」 

ＲiＭaＤＩＳが広く普及されるためには、管理課以外の課職員の協力が必要である。そのため、情報共有を目的として管理課以外の職員を

対象としたＷＥＢシステム説明会を実施することが効果的であるといえる。 
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これをもとに作成した利活用マニュアルは、ＲｉＭａＤＩＳの考え、利用方法が幅広く周知される 

よう、メリットが視覚的に分かりやすい表現となる図表を多用し記載するとともに、利用者の点検技

術向上に資する内容とした（図－７）。 

４．３ 改善要望に関するアンケート調査結果及び分析

全国のＲｉＭａＤＩＳ担当者に実施したアンケートから得た要望を図－６に整理した。機能面につ

いての改善要望は赤枠で示している。 

 要望の整理結果より、簡潔なシステムへの改善を求める「機能のスリム化に関する要望」や使い勝

手の改良を求める「ユーザインターフェースに関する改善要望」など、これまでの機能追加でなく利

用者の負担軽減を図る現行機能の改良に対する要望が多数を占めた。今年度優先すべき課題は以下の

着眼点から抽出し、表－２に示す機能改善項目（案）を作成した。 

・現状で代替機能が無い要望であること

・改良効果の高い要望であること

・類似の要望が多いこと

改善対応方針の検討結果より作成した機能改善項目（案）を下表であり、中でも優先度の高いＮｏ．

１～９を改良対象とした。Ｎｏ．１０及びＮｏ．１１．については現行システムで代替機能があるこ

と及びシステム改修が大規模になることから検討のみとした。 

図－８ 要望の整理結果 
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No 分類 改善対応項目案 

対応

項目 

1 点検結果評価に

関する作業効率

化のための機能

改善対応 

高潮堤防（様式 1,2,3）への対応 

 "護岸"、"特殊堤・高潮堤本体"が分けられた新様式への対応

 高潮堤防の点検結果の評価記録様式への反映

○ 

2 

点検結果評価記録様式出力に関す

る改良 

 特殊堤における変状項目の変更

 点検項目を「その他」にした場合の様式出力対応

 堤防点検および構造物点検の変状項目における類似表現の修正

○ 

3 

大容量データや

りとり及び記録

取得作業効率化

のための機能改

善対応 

位置情報・距離情報全般の修正 

 Web 画面で位置図修正後の緯度経度の再取得および距離標の自動設定

 一連区間管理の左右岸設定内容の修正

 距離標の表示方法の統一

○ 

4 一括登録様式出力に関する改良 

 一括登録様式の「点検項目」、「点検箇所」、「点検事項」の編集機能

 一括登録様式の構造物データ管理構造の修正

 一括登録様式の緯度経度データチェック処理の修正

 一括登録様式でフィルタ機能対応

 一括登録様式（構造物点検）の出張所設定の変更

○ 

5 一連区間管理の修正  同河川の左右岸設定内容の修正 ○ 

6 名称の入力 

 名称の入力順の変更

 名称の自動入力機能の追加

○ 

7 継続点検記録の改良  継続点検記録の転記機能の追加 ○ 

8 点検 NO の検索・表示機能の改良  点検 NO の検索・表示機能の追加 ○ 

9 その他  岸のマスタへの「その他」項目の追加 ○ 

10 

点検結果評価記録様式の自動登録

に関する改良 

 点検結果評価記録様式出力と同時に Web システムに出力結果を自動登録

する機能を設ける。

11 

タブレットのユーザインターフェ

ースの改良 

 タブレットの入力インターフェース部の改良

４．４ 改善要望に対する機能改善

ＲｉＭａＤＩＳ Ver.2.3 で改善された機能のうちいくつかの事例を以下に示す。 

① 点検結果評価に関する作業効率化のための機能改善

Ver.2.2 では点検結果評価記録様式に反映されていなかった高潮堤防の点検項目の変状種別を設定

し、点検結果評価記録様式に出力可能となるよう改良した。高潮堤防の点検項目の変状種別は、「波返

し工」、「天端被覆工」、「表法被覆工」、「裏法被覆工」、「排水工（堤脚水路）」、「消波工」、

「根固工」、「その他」の８つの点検箇所に応じて「点検事項」を全６１項目設けている。点検者によ

りプルダウン方式で変状が記録されたのち、WEB システムの帳票出力機能で「堤防様式１」を出力する

と、点検結果評価要領に基づく「〔13〕護岸・被覆工の破損」、「〔17〕本体の破損」、「〔18〕接合

部の変形・破断」、「〔25〕その他（護岸）」、「〔27〕その他（特殊堤・高潮堤防本体）」に分類・

集計されることとなる（図－９）。これにより、点検結果評価要領に基づく集計が容易となった。 

② 大容量データやりとり及び記録取得作業効率化のための機能改善対応

初回に登録した点検・巡視データの経過観察記録として継続記録作成機能があるが、「継続記録作成」

表－４ アンケートから得た機能改善項目案 
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をクリックした後の登録画面は、地図データと編集不可項目以外は空欄としていた。これに対し、初回

登録時等の記事内容を引用し確認しながら入力したいという要望があったため、入力時に直近の登録内

容を引用するよう改良した。これにより、前回記録した計測値、写真アングル等を同じ画面上で確認し

記録できるため、効率的に入力を行うことができるようになった。（図－１０）。 

堤防（土堤、護岸、鋼矢板護岸、特殊堤・高潮堤防）の点検結果評価記録様式

[1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] [11] [12] その他 小計 評価 [13] [14] [15] [16] その他 小計 評価 [17] [18] その他 小計 評価 [19

0.000 km +000 ～ 7.000 km +000 b 3 1 1 2 1 2 13 1 24

km c 2 4 1 7

d

7.000 km +000 ～ 12.000 km +000 b

km c

d

12.000 km +000 ～ 20.000 km +000 b 1 1 1 20 15 2 40 1 1 1 1 2

km c 12 2 1 15

d

20.000 km +000 ～ 30.000 km +000 b 1 1

km c 1 1 2

d

距離標

左岸側L= 7.00

左岸側L= 5.00

左岸側L= 8.00
左
岸

1

区
間

判
定

土堤 護岸整
備
局

事
務
所

水
系

河
川
名

岸
別

2

A

- -

A

4

A

3 B

左岸側L= 10.00

B

C -

-

B

-

特殊堤・高潮堤防本体

４．５ 次期ＲｉＭａＤＩＳ（オンラインＲｉＭａＤＩＳ）検討

平成３１年度からのサーバ等の更新を踏まえ、オンライン版ＲｉＭａＤＩＳを運用開始する予定とな

っており、基本方針を踏まえ機能設計を実施した。現在、整備局ごとに 1 つの整備局システム、および

複数の事務所システムを配置しているが、次期ＲｉＭａＤＩＳでは整備局システムと事務所システムを

配置上は統合し、整備局ごとに 1 つの配置となるように構成とする。DB も整備局ごとに同じものを共有

する。機能については、基本的には現行ＲｉＭａＤＩＳの機能を踏襲するが、ユーザにとっての操作性

の向上とシステム管理者にとっての開発・保守効率の向上を図ることを目的として、現行ＲｉＭａＤＩ

Ｓであまり使われていない機能や、操作が煩雑な機能について、システムのスリム化を検討した。また、

新規機能として、オンライン環境を活用した情況把握機能の検討を実施した。は異常時に現地から情況

を写真とともに簡易にアップロードできる機能として検討した。検討にあたっては、関東地方整備局情

況把握業務特記仕様書（案）、関東地方整備局出水時河川巡視規則、関東地方整備局、地震発生後の河

川管理施設・砂防設備及び許可工作物の点検要領を参考とした。また、下館河川事務所の鎌庭出張所及

び伊讃出張所の情況把握員に対してヒアリングを実施し、現場の作業実態を踏まえシステム設計に反映

することとした（図－１１）。 

図－１０ 継続記録取得時の転記機能（WEB システム・タブレット） 

図－９ 点検結果評価様式（高潮堤防が集計できるよう追加） 
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担当課 維持管理技術課 

図－１１ 情況把握機能の構成イメージ 

５．今後の計画

 ＲｉＭａＤＩＳ Ver.2.3 は、平成２９年１２月に関東でセットアップを行い、平成３０年３月に各地

方整備局等へシステム配布し運用を開始している。平成３０年度は、平成２９年度末までに機能改良・

拡充構築を行ってきた現行ＲｉＭａＤＩＳを元に、オンライン環境を生かしたＲｉＭａＤＩＳの本格的

な構築を実施する予定である。 

ＲｉＭａＤＩＳは平成２５年１２月の試行運用から４年が経過し、全国版の配布からは４年が経過す

る中で、巡視・点検機能についてはデータの蓄積も進んできている。データベース内のデータ数は、九

州地方整備局を除く８地方整備局等の合計で１５００万件以上（平成３０年３月末時点）となっている。

今後も、巡視・点検業務の一層の効率化や蓄積情報の一元管理、利便性向上を目指し、膨大に蓄積され

た情報から河川管理者が必要とする情報を的確に引出すことができ、引出した情報を河川維持管理に効

率的に活用できるシステムを目指し、引き続き検討・機能改良等を行っていく必要がある。 




